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ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
懇
談
会
終
了
後
、

井
上
圭
三
氏
（
帝
京
大
学
薬
学

部
長
）
が
中
心
と
な
二
、
対

応
を
協
議
し
た
結
果
、
「
遺
憾

で
あ
る
と
の
翻
職
は
一
致
し
て

い
た
」
と
し
、
近
い
う
ち
に
自

粛
を
求
め
る
声
明
文
を
出
宮
」

と
が
決
ま
っ
た
。

之
氏
（
保
険
局
総
務
課
保
険
シ

ス
テ
ム
高
度
化
推
進
室
長
）
に

代
わ
り
、
福
本
浩
樹
前
経
済
課

長
は
老
健
局
総
務
課
長
、
椎
葉

茂
樹
研
発
課
長
は
労
働
基
準
局

労
働
衛
生
課
長
に
就
い
た
。

こ
の
ほ
か
医
薬
食
品
局
で

は
、
医
療
機
器
審
査
管
理
室
長

が
浅
沼
一
成
氏
（
内
閣
宮
房
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
室

企
画
宮
）
と
な
り
、
関
野
秀
人

前
垂
墨
は
医
政
局
経
済
課
医
顕

機
器
政
策
室
長
と
な
っ
た
。

安
全
対
策
謀
安
全
使
用
推
進

室
長
は
渡
週
伸
一
氏
（
医
薬
品

来
年
か
ら
の
新
薬
剤
師
国
賦

で
は
、
新
教
育
腺
程
が
施
行
さ

れ
た
２
０
０
６
年
度
か
ら
Ⅳ
年

度
ま
で
の
間
に
新
４
年
制
繰
程

に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

▽
卒
業
後
に
薬
学
関
係
の
修
士

ま
た
は
博
士
の
課
程
を
修
了
▽

医
顕
薬
学
系
科
目
や
実
務
実
習

や
実
務
実
習
等
の
単
位
を
履
修

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
実
習
中

は
単
位
取
得
が
で
き
な
い
た

め
、
実
質
４
＋
２
＋
１
（
不
足

単
位
取
得
）
＋
１
（
実
習
）
で

８
年
か
か
る
と
の
考
え
か
ら
、

国
公
立
大
学
の
学
部
長
な
ど

は
、
４
＋
２
の
上
は
、
最
低

学
生
の
資
質
を
蝿
認
す
る
た
め

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
第
三

者
評
価
を
行
堂
」
と
で
、
十
分

な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
判
断
さ
せ
る
よ
う
求
め

る
意
見
も
出
た
。

一
部
の
委
風
か
ら
は
、
学
生

に
実
務
実
習
を
受
け
さ
せ
な
い

よ
う
な
措
瞳
を
鯛
じ
る
べ
き
と

い
う
極
端
な
意
見
も
出
た
が
、

「
学
生
が
納
得
で
き
る
よ
う
な

脱
明
が
必
要
に
な
る
」
と
い
つ

薬
学
教
育
６
年
制
に
伴
う
薬
剤
師
養
成
の
あ
り
方
な
ど
を
検
肘
す
る
「
新
薬
剤
師
養
成
問

題
懇
談
会
」
（
新
６
者
懇
）
が
７
月
配
日
に
開
か
れ
、
一
部
の
私
立
大
学
が
４
年
制
学
部
の

学
生
に
２
年
間
の
修
士
陳
程
を
修
了
し
た
後
、
１
年
間
で
足
ら
な
い
単
位
の
履
修
と
実
務
実

習
を
行
い
、
「
４
＋
２
＋
１
」
で
薬
剤
師
国
家
試
験
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

批
判
が
相
次
い
だ
。
懇
談
会
終
了
後
、
関
係
者
が
対
応
を
協
織
し
た
結
果
、
新
６
者
懇
を
構

成
す
る
関
係
皿
団
体
の
連
名
で
自
粛
を
求
め
る
声
明
文
を
出
宮
」
と
と
な
っ
た
。

Ｇ
Ｅ
薬
促
進
Ａ
Ｐ
・
伯
年
度
状
況

無季言

涛
謝
鵬
丑
刷

新
６
者
懇

た
愈
見
も
あ
り
、
実
力
行
使
に

出
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

意
見
が
ま
と
ま
る
ま
で
に
は
至

等
の
単
位
を
履
修
▽
厚
生
労
鋤

大
臣
が
個
別
に
臨
め
る
１
１
場

合
に
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

４
年
制
学
部
卒
の
学
生
が
国

試
の
受
験
寅
格
を
得
る
た
め
に

は
、
２
年
間
の
修
士
課
程
を
修

了
し
た
後
、
医
綴
薬
学
系
科
目

近
く
自
粛
求
め
る
声
明
文

ン
タ
ー
を
含
め
た
流
通
は
平
均

１
．
調
力
月
分
だ
っ
た
○
流
通

在
庫
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
輸
送
路
の
遮
断
で
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
供
給
が
途
絶
え
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蕊
導
塞
薬
篭

遷
雲
塞
厘

た
。

①
雲
霧

(鯉IiA赫鯛）

溌灘蕊溌毒鶏

で
も
２
年
と
す
べ
き
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
薬
剤
師
法
で
は
、

国
試
の
受
験
資
格
を
得
る
に
当

た
り
、
４
＋
２
の
上
の
教
育
年

数
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
が

な
い
。
こ
の
た
め
、
一
部
の
私

立
大
学
で
は
、
修
士
課
程
修
了

後
、
１
年
間
で
足
ら
な
い
単
位

を
履
修
し
た
上
で
、
実
習
も
受

け
さ
せ
る
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
す
こ
と
に
よ
り
、
「
４

＋
２
＋
１
」
で
国
賦
の
受
験
が

可
能
と
す
る
コ
ー
ス
を
股
定

し
、
学
生
の
募
集
を
か
け
て

い
た
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
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厚
生
労
働
省
７
月
末
人
事

薬
系
関
係
で
４
新
課
長

４
９
品
目
の
全
て
で
着
手
し
、

躯
・
１
〃
の
３
０
８
９
品
目
が

終
了
し
た
。

品
質
再
評
価
適
用
品
目
の
溶

出
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
と
の
同
等
住

１
１
１
！

と
上
昇
し
、
⑩
年
度
は
兜
．

３
労
に
達
し
た
。

Ａ
Ｐ
で
明
年
度
中
に
解
消
す

る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る

品
切
れ
は
、
”
牢
の
９
社
醐
件

な
っ
た
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
・
厚
生
労
働
省
の
７
月
羽
日
付

６
月
型
日
に
開
か
れ
た
「
全
国
辞
令
で
、
医
薬
食
品
局
で
は
総

薬
科
大
学
学
長
・
学
部
長
会
務
腺
長
に
宮
本
爽
司
氏
（
前
轍

蟻
」
の
総
会
で
、
当
事
者
の
私
”
社
会
・
援
腰
局
地
域
福
祉
課

大
関
係
者
を
交
え
て
激
し
い
議
長
）
、
監
視
・
指
導
麻
薬
対
策

論
が
行
わ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
課
長
に
中
井
川
賊
氏
（
大
臣
宮

こ
の
日
の
懇
談
会
で
は
、
２
房
付
）
が
就
任
し
た
。
中
垣
英

年
間
の
修
士
腺
程
を
除
く
と
、
明
前
総
務
課
長
は
日
本
政
策
金

実
質
５
年
間
で
国
賦
の
受
験
資
融
公
庫
部
長
、
画
枝
卓
前
監
麻

格
が
得
ら
れ
て
し
一
審
っ
た
め
、
課
長
は
神
戸
市
参
事
と
な
る
予

「
何
の
た
め
に
教
育
年
限
を
延
定
。

長
し
た
の
か
。
６
年
制
の
根
幹
医
政
局
は
、
経
済
課
長
に
鎌

を
揺
る
が
す
問
題
」
と
の
恵
見
田
光
明
氏
（
大
臣
官
房
付
、
内

が
出
た
。

閣
宮
房
内
閣
参
事
官
併
任
）
、

ま
た
、
実
務
実
習
を
行
う
薬
研
究
開
発
振
興
媒
畏
が
佐
原
康
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